
第２期 新潟広域都市圏ビジョンの成果指標（基本目標）について（未定稿）

【第２期 成果指標（基本目標）一覧】
１ 現状

新型コロナウイルス感染症の第4波（令和3年3⽉〜6⽉）、第5波（令和3年7⽉〜10⽉）に続き、現在、感染⼒が非常に強いオミク
ロン株による第6波が拡大している。
令和4年1⽉21⽇から新潟県においてもまん延防⽌等重点措置が初適⽤されるなど、令和３年度においてもコロナ禍の影響は著しい。

目標値の数値設定については、改めて令和4年度に検討したい。
○観光入込客数について
・令和4年11⽉に公表される令和3年の実績数値を勘案し、設定を検討

○従業者数について
・令和3年度に実施されている経済センサス（活動調査）の実績数値を勘案し、設定を検討（令和4年5⽉に速報、9⽉に確報が公表）

２ 第２期 新潟広域都市圏ビジョンの目標値設定について

資料2

成果指標
（基本目標） 現状値 目標値

（令和6年度）

圏域全体の経済成⻑の
けん引

観光入込客数 3,113万2,825人
（令和元年）

※

従業者数 575,700人
（平成28年）

※

高次の都市機能の集積・
強化

新潟駅一⽇平均
乗⾞人員数

36,398人
（令和元年度） 36,400人

圏域全体の生活関連機能
サービスの向上 人口社会動態 △2,032人

（令和元年） △1,100人

※ 未記載の数値については、
コロナ禍の影響が明確になる
時点まで数値設定を留保する。

但し、ウィズコロナからポストコ
ロナ時代において、早期に経済回
復が進むよう、各連携事業の取組
を推進する


